
 

皆さん。こんにちは。太田でございます。弊社の 2022年 3月期の決算説明会にお忙しい中、参加

をいただき誠にありがとうございます。 

まず私から約 30分説明をさせていただきます。この 2022年 3月期は前期がコロナ影響を大きく

受けて、商品によっては異常値とも言える数字でしたので、大変数字が読みにくくて不透明な状況

だったと思います。 

そのような状況下での前期実績の内容分析と、今期の業績予想、特に原材料のさらなる高騰見込み

の数字と、その対応について。そして、2021中期経営計画初年度の進捗と今後の打ち手に重点を

置いて説明をさせていただきます。 



 
 

 

 

まず、通期実績です。売上高が 1,812億円、前期比較で 130億円の増収、率では 107.7%でした。 

各事業で前年のコロナからの回復や、さらなる成長がありました。特にｉｎゼリーの回復、復活が

大きかったことと、通販、海外が好調に推移をして大幅増収となりました。 

前期から適用しております、収益認識に関する会計基準に過去の数字を置き直してみると、この

1,812億円は過去最高売上高になります。 

前期は、広告投資も期中に追加をして、積極的に増やしました。ここ数年、少し厳しかったトップ

ラインを大きく上げることができました。 

次に、営業利益は 176億円でした。昨年 5月の業績予想の 170億円を上回る実績になりました

が、11月に上方修正した数字、180億円には届くことができませんでした。 

前期比較で 15億円の減益、営業利益率が 9.8%でした。当期純利益が 277億円で 143億円の増

益。これは森永乳業株の売却による特別利益が効いております。 

一番下に EBITDAの数値を入れておりますが、277億円。こちらも過去最高値になります。 

なお右に予想比較とありますが、こちらは 2月 28日に森永乳業株売却時に発表した業績予想との

比較です。 



 
 

 

 

次に営業利益の増減要因です。減益要因を上に赤色で、増益要因を下に青色で記載しております。 

まずは原材料高騰の影響がコストダウンの取り組みを入れても 19.3億円増。減価償却費増が 21.2

億円。広告費、無形投資、これを二つ合わせますと 17.7億円。 

物流費以下を含めたトータルのコスト増としては、77億円です。売上高 130億円の増収効果と、

ｉｎゼリーの大幅増によるプロダクトミックスの改善で、減益幅を打ち返しましたが、トータルで

は約 15億円の減益となりました。 



 
 

 

 

次に、営業利益の増減要因で、11月の予想との差について、主なものを四つ挙げております。真

ん中の予想が半年前にご説明をした数値です。 

まず原材料関係、11月時点では 9.1億円の悪化予想でしたが、最終的には 19.3億円の悪化となり

ました。半年弱で、予想より 10億円悪化したということになります。 

また 1年前、期首時点では悪化部分を全て打ち返す計画でした。年間では前年比較と同様に、期首

予想比でも約 19億円の悪化となりました。相場の想定以上の高騰と為替、円安の影響が大きかっ

たと言えます。 

減価償却費は、11月時点から若干減少しております。 

広告費は半年前にご説明しましたとおり、好調が続く重点領域の通販での追加投入を予定どおり実

施し、年間では前年から 13.5億円増加しております。 

生産効率は、チョコモナカジャンボの復調をはじめ、第 4四半期の菓子食品、冷菓の好調により自

工場の製造が増加し、11月時点の予想より利益にプラスになっております。 



 
 

 

 

次に、事業別の売上高と営業利益の実績です。今回からこの事業区分で売上高、営業利益を開示し

てまいります。 

表をご覧いただくと一目でお分かりと思いますが、売上高が菓子食品事業を除く、全ての事業で増

収でした。 

一方、利益面では原材料高騰、減価償却費増により、国内 4事業のうちｉｎ事業を除いて全て減益

でした。国内事業子会社と海外がカバーをしましたが、トータルでは減益になりました。 

今回、初めて海外事業の利益を開示しました。海外は、海外全体もアメリカも 19年度に初めて黒

字となりましたが、この 2年で米国が 14億円、海外計で 18億円の実績となりました。為替、円

安のプラス効果はありますが、前期、海外事業の貢献が大変大きかったと言えます。 



 
 

 

 

事業別の営業利益増減をグラフ化したスライドです。 

上段のコメントに記載のとおり、ｉｎ事業と米国事業の利益貢献が大きく、加えて、国内の事業子

会社であるアントステラ、森永商事、森永市場開発のコロナからの復調も貢献しております。 

 

反面、原材料高騰と減価償却費増の影響が大きい菓子食品事業と冷菓事業の減益が響いておりま

す。 



 
 

 

 

ここから、前期の国内市場および米国市場のトピックスをまとめております。四半期ごとの前年比

のグラフです。なお、国内データは SRIデータを用いております。 

まずは、一昨年、コロナで大きくマイナス影響を受けたハイチュウです。4-3月累計の前々年比の

とおり、キャンディー市場全体含めてコロナ前には戻ってきておりません。 

ただ、年間では苦戦の中でも、第 3クォーター、第 4クォーターとキャンディー全体もハイチュウ

も前年を超えてきておりまして、年間では前年をクリアしました。 

また全体苦戦の中でも 12粒のスティックのハイチュウは、商品画像を掲載している、すッパイチ

ュウ、うまいチュウを含め、さまざまな打ち手で好調に推移をしました。12粒スティックの SRI

データでは、年間で前年の 112%の実績でした。 

次に、一昨年、コロナ禍の巣ごもり需要で好調だったビスケットです。4-3月累計の前年比、前々

年比のとおり、当社も市場全体も引き続き好調を継続しております。 

次に、チョコレートです。4-3月累計の前年比、前々年比のとおり、市場全体も当社も大変苦戦を

しております。年間では当社が市場全体より苦戦をしている状況ですが、第 4クォーターにおいて

は市場平均を超えてきております。 

半年前にご説明した、20年ぶりに刷新したダースと、マーケティング戦略を変更したカレ・ド・

ショコラが第 4クォーターでは回復基調になっております。なお、第 4クォーターの出荷実績で見

ると、ダースが前年の 108%、カレ・ド・ショコラが前年の 102%の実績でした。 



 
 

 

 

次に、重点領域の冷菓です。 

一昨年、市場比較でも大きく伸ばした当社ですが、前年もそのハードルをクリアして 101.9%と、

一昨年に引き続き市場全体の伸びを上回る実績でした。 

また、1SKUで 20年連続増収を続けておりましたチョコモナカジャンボが、残念ながら前年を割

り込みましたが、下期は復調をしております。当社の出荷実績では、前年比で上期が 92%、下期

が 107%でした。一昨年の上期はコロナ禍の巣ごもり需要で、大変大きな数字を抱えており、上期

は前年を割りましたが、下期は前年を上回り、年間では前年比 97%でした。 

次に、こちらも重点領域のｉｎゼリーです。ｉｎゼリーは一昨年 4月、5月と、売上が前年の半分

に落ち込みましたが、大きく回復をしてきております。SRIデータ上では前々年比をクリアするレ

ベルまで戻ってきております。 

当社の出荷実績も、ｉｎゼリートータルでは年間で前々年比の数値を超えており、前年比 122%、

前々年比 103%の実績でした。 

次に、こちらも重点領域の通販事業です。前期は下期に広告を追加投入し、定期顧客を増やす取り

組みをしております。想定どおり獲得できており、おいしいコラーゲン、おいしい青汁ともに年間

を通して好調に推移をしました。 

今回、市場全体との比較も入れております。通販における健康食品の平均値と比べても、好調な数

字が見て取れるかと思います。 



 
 

 

 

次に米国の HI-CHEW です。為替の影響もありますが、2年前倒しで、売上高 100億円を突破しま

した。 

ブランド認知率が 48%で、3年前比較で 10ポイント以上、向上しております。反面、まだ 48%し

かないということで、まだまだ拡大の余地はあると思っております。 

販売店率も 1SKUで 70%超となり、3年前比較では 15ポイント以上、向上しております。 

一般的に販売店率が上がると、店頭回転は少し下がる傾向がありますが、店頭回転も好調で、一定

水準を維持しております。まだ金額シェアは 1%を超えたレベルであり、まだまだ拡大の余地が大

きいと考えております。 

全ての指標について 3年前比較を入れましたが、着実に安定的に成長してきていることが分かるか

と思います。 

米国のキャンディーの市場規模は、日本の約 4倍です。米国 HI-CHEW につきましては、今後も引

き続き高い成長に、自信を持って取り組んでまいります。 



 
 

 

 

次に 2022年 3月末のバランスシートです。 

今期、森永乳業株を売却しまして、政策保有株の縮減に取り組み、3月末での政策保有株が連結純

資産に占める割合は 8%となり、10%を切る水準になりました。 

同時に自己株式の取得を 1年かけて 100億円予定をしております。3月の取得額が 13億円、4月

が 17億円と、順調に取得ができております。 

  



 
 

 

 

次に、主要な経営指標の推移です。 

成長性、事業ポートフォリオの転換という指標では、海外売上高比率、重点領域売上高比率ともに

2021中期経営計画 3年目の目標値を、2年前倒しで達成しております。 

また、営業利益率は 10%を切りましたので、収益性はやや遅れておりますが、ROEは森永乳業株

売却による特別利益を除いて 10.1%と、中計目標水準をキープしております。 

  



 
 

 

 

次に、23年 3月期、今期の業績予想です。 

基本的な考え方、三つあります。1、2は 1年前の 2021中期経営計画発表時と変わりませんが、

急激かつ大きな原材料高騰への対応として価格改定の他、原価低減、効率化、投資効率の精査も徹

底し、さまざまな手を打ってまいります。 

  



 
 

 

 

今期の業績予想数値です。 

売上高は 1,900億円、前期から 88億円の増収。この 1,900億円は過去最高売上高ですが、2021中

期経営計画最終年度の目標値で、1年前倒しで計画をしております。 

営業利益は 165億円、前期から 11億円の減益、当期純利益は 107億円、減益は前期、森永乳業株

を売却したことが要因であります。参考に、一番下に EBITDA を記載しております。 

  



 
 

 

 

次に、今回の年間業績予想での営業利益の増減要因です。 

年間で原材料高騰、為替は 1米ドル 128円で想定をしておりますが、為替を含めて高騰額を 43億

円で想定をしております。 

さらに水道光熱のエネルギーコスト増は 4億円、広告費が年間で 9.1億円増、2030経営計画達成

に向けて、重点領域の広告投資を、意思を持って増やしてまいります。 

特にｉｎ事業で広告投入を継続しておりますが、後ほど詳しく説明をさせていただきます。 

減価償却費増が約 6億円、これらに対して価格改定と増収効果で打ち返していく想定ですが、トー

タルでは 11億円の減益予想としております。 



 
 

 

 

次に、価格改定の内容について 1枚シートを入れました。海外については、米国事業は既に昨年

12月に実施済みです。それぞれ内容をご確認ください。 

  



 
 

 

 

次に、設備投資の内容です。 

2030経営計画達成に向けて、積極的な設備投資を継続してまいります。1年前、2021中期経営計

画発表時に説明した 21中計 3年間の設備投資計画、約 450億円は基本的には変わっていません。

先ほど少し言及したとおり、外部環境が大きく変化している中、投資内容について投資効率の精査

をさらに徹底して、内容によっては見直しもしていきたいと思います。 

ただ反面、重点領域を中心に、その他重要性が高い案件については、追加投資もあり得るかと思っ

ております。 

今期の設備投資の主な内容については、そこに記載のとおりです。 



 
 

 

 

事業別の業績予想です。 

売上高は国内、海外ともに全ての事業で増収を計画しております。利益面ではｉｎ事業は減益とな

っておりますが、ブランディング広告の戦略的投下の影響です。 

また米国事業も、売上高は大幅増を計画しておりますが、利益面では米国も原材料のコストアップ

があります。その中で、Chargelと HI-CHEW のさらなる成長に向けた積極投資を継続する予定で

す。 

結果、米国事業トータルとしては微増益で計画をしております。 



 
 

 

 

事業別の数値をグラフにしました。 

全ての事業で、原材料高騰が影響しております。内容をご確認ください。 

 

 

 

 



 
 

 

 

次に、株主還元です。 

6月の株主総会決議で正式決定となりますが、一株当たり配当金は 10円増配の 90円を予定してお

り、7期連続増配になります。今回、次期の予想も入れました。 

また、自己株買いを予定しておりますので、その数値を入れております。 

継続的、安定的に株主還元をしていくという、基本的な考え方は変わっていませんが。今回 DOE

の数値も入れました。 

これから、この純資産配当率の水準を中長期的に上げていくことを目指してまいります。また、総

還元性向を意識して、必要に応じて自己株式の取得を機動的に実施していくことも、検討をしてま

いります。 

以上、前期の実績と今期の予想について説明をいたしました。 



 
 

 

 

ここから、2021中期経営計画の進捗と見通しについての説明です。 

21中計、2030経営計画に向けて最大のポイントは、事業ポートフォリオの転換です。重点領域を

4つ選定し積極的な経営資源の投下による飛躍的な成長で、2030年に売上構成比を 60%にすると

いう目標です。 

1年目の実績は、全て好調に推移し、トップラインを大きく上げることができ、構成比は年間で

48.8%となりました。 

2018中期経営計画 3年間の平均は 42%で、6.8ポイントアップし、21中計の目標を、2年前倒し

で達成することができました。 

4事業の合計で売上高前年比 114%、110億円の増収となります。先ほど連結全体の増収が 130億

円と説明をしましたが、そのうち 110億円、85%が重点領域の売上高となります。 



 
 

 

 

ここから、4事業それぞれについて簡単に言及をさせていただきます。 

まずｉｎ事業です。2021年度の成果と 2022年度のポイントについてですが、2021年度の成果に

ついては先ほども説明しましたので詳しくは割愛します。一つ、真ん中に記載しておりますｉｎゼ

リーの購入率、社内では間口と呼んでおりますが、14%を超えてきました。コロナ前の数値を超え

て過去最高値を更新しております。 

確かにワクチンによる体調不良の需要等もありますが、飲む人が確実に増えてきた。2年前の説明

会でコロナの影響で、通勤通学など人流が減り飲むシーンが激減したということで、売上高に大き

な影響を受けたとお話しました。それ以降新たな飲用シーン、ターゲット拡大にさまざま取り組ん

でまいりました。 

広告も商品増強も、いろいろな取り組みが数字として表れてきていると思っております。人流がプ

ラス戻ってきたということも大きいと思います。 

2022年度のポイントです。今期、減益予想になる要因でもありますが新たなブランディングに取

り組んでまいります。ウェルネスカンパニーに生まれ変わる象徴としてのｉｎブランドを、森永と

結びつける取り組みを徹底強化してまいります。 

それから、成長戦略の加速として、ターゲット拡大に取り組んでいます、商品画像の 1つにフルー

ツのゼリーを掲載しておりますが、女性の開拓ということで発売し、テレビ広告も入れました。売

上高は現在、好調に推移をしております。 



 
 

 

ｉｎバーについても、今年の秋にプロテインバー、ナンバーワンを目指した商品発売を予定してお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

次に通販事業です。 

今期計画段階ですが、売上高が 100億を初めて超えてまいります。前期の成果は、コラーゲンド

リンクと青汁に追加広告投資を大きく実施し、想定どおり定期顧客増につなげました。 

中長期の成長に向けた種まきと記載しておりますが、前期、コラーゲンのパウダー形態にも参入を

いたしました。 

2022年度のポイントは、引き続き事業規模の拡大に取り組むことです。システムの刷新も実施し

てまいります。 

まずは通販の顧客データの統合とその活用です。将来的には全ての事業を横断した、カスタマー・

データ・プラットフォームをつくっていきたいと考えております。 



 
 

 

 

次が、米国事業です。 

前期 2年前倒しで 100億円を達成しました。為替の影響もありますので、棒グラフの下に現地通

貨、ドルベースの売上高も記載をしております。 

先ほど前期までの成果について説明をしました。2022年度のポイントは、やはりさらなる売上拡

大、事業拡大で、144億円を計画しております。 

また今期、現地に日本から研究員を送り込み R&D 室を設置しました。また HI-CHEW の売上高好

調を受けて、今後の設備増強の検討もスタートをしております。 

商品面では半年前の説明会で、健康軸の商品展開についてお話をしましたが、計画どおり健康軸の

商品を中心に SKUもプラス 5品発売をしております。 

そしてゼリー飲料の Chargelです。今年 2月に ECサイトで発売し、これから本格展開に向けてス

タートを切るところです。このような形態のゼリー飲料がない米国市場で、じっくり育成をしてま

いりますが、次回の説明会ではもう少し詳しく説明できるかと思います。 



 
 

 

 

次に、重点領域、最後、4つ目はここ数年、市場の中でも競合比較でも大きく伸ばしている冷菓事

業です。 

まずは製造基盤の確立ということで、既にご案内をしていますとおり、高崎の第 3工場が本格稼働

しました。 

それから先ほど少しお話しましたが、チョコモナカジャンボは 2021年度減収になりましたが、購

入率は過去最高値を更新しております。この購入率はバニラも含めたジャンボグループの数字が入

っておりますが、チョコモナカ自体も同様に過去最高値となっております。 

冬季限定品が好調に推移をして、下半期の売上増に貢献をしております。 

2022年度は、やはりまずは何よりも価格改定による打ち返しを成功させることです。また今年度

は、チョコモナカジャンボが発売 50周年を迎えます。 

さまざまなコミュニケーション戦略で話題喚起もして、20年連続で増収記録は途絶えましたが、

再スタートを切ります。 

それから次の柱として、板チョコアイスのさらなる拡大、ザ・クレープの通年化、さらに中長期の

成長に向けた種まきがあります。 



 
 

 

 

次に、基盤領域の菓子食品事業です。 

利益面では原材料高騰、減価償却費増で大変厳しい環境ですが、2022年度のポイントはまずは価

格改定による打ち返し、そして収益性のあるビスケット、キャンディーの構成比を上げていくこと

です。 

それにチョコレート、特にダース、カレ・ド・ショコラは、昨年秋にマーケティングを見直したこ

とで、先ほどお話しましたが少し復調の兆しが見えてきましたので、そこをさらに深めていきたい

と思っております。 

それから製造面での構造改革にも着手、さまざま取り組んでまいります。 



 
 

 

 

ここから、経営基盤の R&D と DX についてです。2021中期経営計画の基本方針、3つのうちの 1

つが事業戦略と連動した経営基盤の構築で、1年前、R&D を強化するというお話をしました。 

写真にありますとおり、R&D センターがこの 4月に完成、稼働しております。今日はここの部分

は、時間がないので詳しくは説明しませんが、そこに記載しておりますさまざまな取り組みを強化

してまいります。 

それから DX、これも 1年前、21中計期間中、1.4倍の費用投下をするとお話しました。２つ目に

ありますのは、先ほどお話しした通販システムの刷新です。 

それから 4つ目について、今回ご心配をおかけしました。不正アクセス等による漏えいリスクに対

するセキュリティー対策を一層強化し、厳重な情報管理体制を取っていきます。 

いずれにしても無形資産の投資継続することによって、中長期的な企業価値向上を果たしてまいり

ます。 



 
 

 

 

サステナブル経営に向けて、昨年 9月に財務、非財務全て網羅をしました統合報告書を初めて発行

しました。そこで、このマテリアリティ、重要課題を五つ挙げております。 

このサステナブル経営を本格化するということも、2030経営計画達成に向けて大きなテーマで

す。 

  



 
 

 

 

サステナビリティ情報アップデートです。2008年から 14年続けております 1チョコ for 1スマイ

ルの取り組みに対し、今回、紺綬褒章を受章しました。 

また社内の話ですが、従業員のエンゲージメント向上も併せて、多様な人材の活躍ということで副

業制度、ボランティア休暇をこの 4月から導入をしております。 

  



 
 

 

 

地球環境の保全では、この 4月 26日にリリースを出しましたとおり、TCFD への賛同を表明して

おります。 

今、それに沿って気候変動リスクと機会の特定とシナリオ分析を進めております。 

それから人権について、4月 27日にリリースいたしましたとおり、国連のグローバルコンパクト

へ署名をいたしました。国連の原則にのっとって、検討を進めてまいります。 

またサステナビリティのアドバイザリーボードを設置しております。3名の方の写真が出ておりま

すが、外部の有識者 3名に参画いただく予定で、サステナブル経営の質の向上を図ってまいりま

す。 



 
 

 

 

そして、森永エンゼルミュージアムのMORIUMです。 

コロナでオープンが遅れました。今年の 1月、正式オープンをしました。当社が商品にかける思

い、技術、おいしさの歴史などを展示や映像を通じてお客様に体感いただける施設としてオープン

をしております。 

ぜひ皆さんも一度来ていただければと思います。 

  



 
 

 

 

最後のシートになります。昨年初めて中長期の計画を策定、2030ビジョン・経営計画を発表しま

した。 

そのファーストステージとしての 2021中期経営計画の 1年目が終わりました。今、説明をさせて

いただきましたが、売上高は過去最高値で、今期の売上高を 21中計最終年度の 1年前倒しで計画

をすることができました。 

また、重点領域の売上高構成比も 2年前倒しで、米国も 2年前倒しで計画を達成しております。売

上面では、全体でも 21中計以上の順調な推移です。 

ただ利益面では、想定以上の原材料高騰影響で厳しい計画となっております。 

今期はお話ししたとおり機動的で的確な価格改定を実行するとともに、原価低減、営業費の効率化

にもしっかり取り組んでまいります。 

今後も引き続き重点領域のさらなる成長に加え、さまざまな打ち手で、今期この予想数値、営業利

益 165億円を最低目標として達成していきたいと思っております。 

以上ですが、資料としては、この後、参考情報としてつけておりますので、ご参照ください。 

ご清聴ありがとうございました。 

  



 
 

 

【ご注意事項】 

将来予測・業績予想について 

本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、計画、目標など将来に関する記述が含まれておりますが、こ

れらは当社が現在入手している情報に基づく判断や仮定を基礎としたものであり、将来における当社の実際の業

績または展開と異なる場合があります。 

 


